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１ 期     日  令和４年１２月２２日（木） 
２ 場     所  教育委員会室 
３ 開     会    午前８時４５分 
４ 出 席 委 員    教   育   長               細 田 眞由美 

教育長職務代理者               大 谷 幸 男 
委            員               石 田 有 世 
委            員           野 上 武 利 
委            員           武 田 ちあき 

５ 欠 席 委 員    委      員               武 川 行 秀 
６ 議場に出席した者 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

７ 会議録署名委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

副教育長 小田嶋  哲 

管理部長 栗 原 章 浩 

学校教育部長 千 葉  裕 

生涯学習部長 山 浦 麻 紀 

管理部参事兼教育総務課長 髙 木 泰 博 

学校教育部参事兼教職員人事課長 田 中 一 秀 

学校教育部参事兼指導２課長 長 岡 有実子 

教育財務課長 竹 内 孝 央 

教職員給与課長 木 村 哲 也 

特別支援教育室長 長谷場 明 博 

健康教育課長 宮 野  充 

教育研究所長 深 津 健太郎 

武 田 ちあき  
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８ 議事等の概要 

細田教育長 

 

 

書記 

 

細田教育長 

 

 

 

 

 

各委員 

 

細田教育長 

 

それでは、ただいまから教育委員会会議を開会いたします。 

本日は、傍聴を希望する方は、いらっしゃいますか。 

 

おりません。 

 

本日の会議録の署名は、武田委員にお願いいたします。 

本日の議案については、議案第６８号、第６９号は議会に関する

案件、議案第７２号は人事に関する案件であることから、非公開と

することをお諮りしたいと思いますが、委員の皆さんいかがでしょ

うか。 

 

＜異議なし＞ 

 

それでは、出席委員全員の賛成をいただきましたので、議案第６

８号、第６９号、第７２号は非公開といたします。 

会議の順番ですが、報告第１１号、議案第７０号、第７１号、第

７３号、第６８号、第６９号、第７２号の順に審議することといた

します。 
 

報告第１１号 令和４年度さいたま市一般会計補正予算（教育費）について 
 

細田教育長 

 

教育財務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、報告第１１号について事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、報告第１１号「令和４年度さいたま市一般会計補正予

算（教育費）について」を御説明させていただきます。 

資料は、お手元に配布してある１ページから８ページまでとなり

ます。 

資料の２ページをお願いします。この報告の内容は、令和４年さ

いたま市議会１２月定例会に追加提出する「さいたま市一般会計補

正予算」の教育費部分についてですが、緊急に処理する必要があ

り、教育委員会会議の招集をするいとまがなかったことから、臨時

代理させていただいたものでございます。 

６ページをお願いします。提案理由でございますが、今回の補正

予算は、１２月定例会に追加提出する国の令和４年度第２次補正予

算に伴い、特別支援学校における送迎用バスに安全装置を設置する

ための経費について、市長に申出するものです。 
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細田教育長 

 

武田委員 

 

 

特別支援教育室

長 

 

 

 

 

 

 

細田教育長 

ページは戻りまして、資料の３ページをお願いします。別表「歳

入歳出予算補正」でございますが、補正額は、歳入歳出同額の１８

０万円となります。 

続いて、５ページになりますが、事項別明細書となります。詳細

を説明いたしますので、８ページをお願いいたします。特別支援教

育室が所管する「特別支援学校管理運営事業」でございますが、国

の令和４年度第２次補正予算に伴い、特別支援学校における送迎用

バスに置き去り防止のための安全装置を設置する経費について、補

正を行うものです。次に、右上の財源内訳を御覧ください。特定財

源として、１８款国庫支出金を１８０万円充当し、一般財源は０の

全額国庫補助事業として本事業を行うものでございます。 

私からの説明は以上でございます。 

 

何かありますか。 

 

置き去り防止のために、具体的にどのようなものを設置するか、参

考までにお教えいただけますでしょうか。 

 

令和４年１２月２０日付けで国からガイドラインが出ており、その

要件が定められております。具体的に申しますと、エンジン停止後に

運転者等に車内の確認を促す車内向けの警報を発する、また、車内の

確認を怠った場合等には、速やかに車内への警報を行い、１５分以内

に車外への警報を発すること、こども等がいたずらできない位置に警

報を停止する装置を設置すること、装置が故障・電源喪失した場合に

は、運転者等に対してアラーム等で故障を通知することとあります。 

 

他に何かありますか 

それでは、この件は終了とさせていただきます。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたしま

す。 

 

議案第７０号 さいたま市教職員の期末手当及び勤勉手当に関する規則の一部を改

正する規則の制定について 
 

細田教育長 

 

 

 

 

それでは再開します。議案第７０号につきまして、事務局から説

明をお願いします。 
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教職員給与課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細田教育長 

 

 

 

各委員 

 

細田教育長 

 

議案第７０号「さいたま市教職員の期末手当及び勤勉手当に関す

る規則の一部を改正する規則の制定について」を御説明させていた

だきます。 

議案書別冊の５ページから７ページをお願いいたします。本議案

は、さいたま市人事委員会からの給与等に関する報告及び勧告を踏

まえ、さいたま市教職員の給与に関する条例において読み替えて準

用している、さいたま市職員の給与に関する条例の一部改正に基づ

き、教職員の勤勉手当の成績率の上限を変更するものでございま

す。 

７ページを御覧ください。改正の概要でございますが、上の表が

高等学校、中等教育学校の教育職員以外の教職員、下の表が高等学

校、中等教育学校の教育職員となります。それぞれ０．１月分引き

上げるものでございます。 

施行期日は、公布の日からとし、令和４年１２月１日から適用す

るものでございます。令和４年１２月の勤勉手当は、既に１２月９

日に支給しておりますので、この差額分につきましては、令和５年

１月上旬に別途支給する予定でございます。 

説明は以上でございます。御審議の程よろしくお願いいたしま

す。  

 

何かありますか。 

それでは、議案第７０号につきましては、原案のとおりとしてよ

ろしいですか。 
 

 ＜異議なし＞ 
 

出席委員全員の賛成により、議案第７０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

議案第７１号 さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一

部を改正する規則の制定について 
 

細田教育長 

 

 

教職員給与課長 

 

 

 

続きまして、議案第７１号について事務局から説明をお願いしま

す。 

 

議案書別冊の８ページをお願いいたします。 

議案第７１号「さいたま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準

に関する規則の一部を改正する規則の制定について」につきまし

て、説明させていただきます。 
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細田教育長 

 

 

本議案は、さいたま市教職員の給与に関する条例に定める教育職

給料表が令和４年４月１日に遡って改正されることに伴い、「さいた

ま市教職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則」別表第６

に定める教育職給料表（１）、（２）の「昇格時号給対応表」を改正

するものでございます。「昇格時号給対応表」は１０ページから１３

ページまででございます。教職員が昇格した場合は、上位の職務の

級で給与が決定されますが、この「昇格時号給対応表」は、昇格前

後で何号給から何号給になるのかをまとめた表でございます。 

表の見方につきましては別紙の参考資料に基づき、説明させてい

ただきます。参考資料は「昇格時号給対応表」の一部をイメージし

たものでございます。例といたしまして、３級５０号給を受けてい

る教頭から４級の校長に昇格する場合で説明させていただきます。

まず表の一番左の列の「昇格した日の前日に受けていた号給」の列

に○のついた「５０」の場所の御確認をお願いします。その右側

は、「昇格後の号給」の表中にある「４級」の列を御覧いただき、先

程申し上げました「５０」の行と、「４級」の列が交差した部分が

「１０」となっておりますので、この場合、３級５０号給から昇格

すると４級１０号給に対応するということになります。どの号給か

ら昇格した場合でも、昇格に伴い給料月額が上昇するよう対応して

います。 
１２月議会におきまして、教職員の給料表を改正する条例を御審

議頂いているところでございますが、議会での議決を条件に、改正

後の給料月額に応じ、昇格前後の号給が適切に対応するよう、「昇格

時号給対応表」を改正するものでございます。 
施行期日につきましては公布の日、適用期日は令和４年４月１日

でございます。 
なお、今回の改正については、令和４年４月１日に遡っての適用

となることから、経過措置を設けております。 
内容としましては、改正前後で昇格時の号給の対応が変わるた

め、令和４年度につきましては、当該規則の施行の日から令和５年

３月３１日までの間に昇格等となった教職員と、改正前で昇格とな

った教職員との間に不均衡が生じないように措置するものでござい

ます。 
説明は以上でございます。御審議の程、よろしくお願いいたしま

す。 

 

何かありますか。 

それでは、議案第７１号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 
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各委員 

 

細田教育長 

 

 

 ＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第７１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

議案第７３号 令和５年度全国学力・学習状況調査について 
 

細田教育長 

 

 

教育研究所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続きまして、議案第７３号について事務局から説明をお願いしま

す。 

 

議案第７３号「令和５年度全国学力・学習状況調査について」を

御説明いたします。 

議案書、１８ページを御覧ください。はじめに、令和５年度全国

学力・学習状況調査の概要でございます。「１ 調査の目的」と 

「２ 調査の対象」は、例年と同様でございます。「３ 調査事項」

につきまして、（１）の児童生徒に対する調査の （ア）の教科に関

する調査として「国語」と「算数・数学」に加え、中学校において

「英語」が実施されます。「英語」は３年に一度、調査が実施されて

おり、今回は、平成３１年度に引き続き２度目の実施となります。 

（イ）の出題内容は例年のとおりでございますが、（ウ）の出題形式

において、「英語」の「話すこと」の調査問題で、原則として口述式

の問題が出題され、文部科学省の学習システム「ＭＥＸＣＢＴ」を

使用しての解答となることが大きな変更点でございます。（エ）のそ

の他につきまして、「英語」の「話すこと」調査は、オンラインで行

われますが、実施には約１か月の期間が設けられており、本市は全

ての学校がこの期間の中で実施することとなります。  

なお、実施日につきましては、各学校の希望日から、文部科学省

が指定をし、決定されます。また、イの質問紙調査及び（２）の学

校質問紙調査も例年同様実施され、学習意欲、学習方法、学習環

境、生活面等に関する調査が行われます。なお、質問紙調査につき

ましても、小学校で全国の約８０万人、中学校で全国の約２０万人

がオンラインによる実施となります。本市は、オンライン実施を希

望いたしますが、文部科学省の抽出により令和５年２月１０日以降

にオンラインか紙かが決まります。 

「４ 調査実施日」につきましては、問題冊子を使用した実施は

令和５年４月１８日火曜日でございます。「英語」の「話すこと」調

査は、先ほど御説明申し上げた４月１９日から５月２６日の期間内
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細田教育長 

 

 

教育研究所長 

 

 

 

 

 

 

 

細田教育長 

 

 

 

 

武田委員 

 

 

 

 

 

 

教育研究所長 

 

 

細田教育長 

 

 

での実施となります。児童生徒質問紙調査は、４月１０日から５月

１６日の期間内に実施をいたします。 

令和５年度の全国学力・学習状況調査は教科に関する調査がオン

ライン実施という大きな変更点がございます、実施要領の送付や参

加及び協力の回答が例年より１か月ほど早く示されております。 

 最後になりますが、本市の対応につきましては、「調査に参加す

る。」と御提案させていただきます。 

 説明は以上でございます。御審議の程よろしくお願いいたしま

す。 

 

 事前調査を実施しておりましたので、その様子はどうだったか御

説明いただけますでしょうか。 

 

今回は英語がオンラインで実施されるということで国のほうで事

前調査を実施するということで、本市においても１６校が参加を致

しました。オンラインの実施につきましては、機械等のトラブルも

なく、非常に順調に行われました。ただし、各学校において初めて

の調査ということもあり手順に慣れていない学校もございましたの

で、そのような場合には、その都度御説明をさせていただき、最終

的には問題なく調査を終了させていただきました。 

 

１６校は文部科学省からの指定でありましたが、接続しにくい箇

所等も事前にわかり、アクセスポイント等の調整もできたことでと

ても有意義なものであったと感じております。 

他に何かありますか。 

 

議案書１９ページ中の（３）にあります、聴力に不安のある生徒

は調査の対象としないこととすることができるとありますが、それ

でも調査の対象となりたい、取り組んでみたいという生徒もいるか

と思いますので、一律に調査の対象としないのではなく、やってみ

たいと思う生徒はしっかりと調査を受けられるようにしていただき

たい、現場のほうには徹底していただきたいと思います。 

 

本人の意向を十分に確認した上で、丁寧に対応をしていきたいと

思います。 

 

他にいかがでしょうか。 

それでは、議案第７３号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 
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各委員 

 

細田教育長   

 ＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第７３号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

議案第６８号 さいたま市教職員定数条例の一部を改正する条例の制定について 
 

細田教育長 

 

 

教職員人事課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細田教育長 

 

大谷委員 

 

 

教職員人事課長 

 

 

大谷委員 

 

 

それでは再開します。議案第６８号について事務局から説明をお願

いします。 

 

議案第６８号「さいたま市教職員定数条例の一部を改正する条例の

制定について」を御説明させていただきます。 

議案書は、９ページから１２ページまでとなります。本議案は、学

級数の増加に伴い、教職員定数を変更するものでございます。改正の

経緯といたしましては、３５人学級の実施による小学校の学級数の増

加に加え、人口増加に伴う学級数の増加により、実職員数と条例上の

定数の差分が年々縮小しており、令和５年度には実職員数が条例上の

定数を超えてしまうことが見込まれるため、条例改正の必要が生じた

ものでございます。また、改正内容といたしましては、教職員定数を

６，０６４人から６，４３５人に改めるものでございます。改正後の

教職員定数の算出方法につきましては、小学校全学年での３５人学級

が完成する令和７年度までの定数の見込みに、余裕幅を持たせるため

「あと５人増えたら１学級増」となる学年に１学級を加え、算出いた

しました。施行期日につきましては、令和５年４月１日とするもので

ございます。 

説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

何かありますか。 

 

教職員定数の人員には、市で負担している教職員は含まれている

のか。 

 

基本的には国から配当された教職員となりますが、さいたま市独

自で負担している栄養教諭等も含まれております。 

 

どのような職があるのでしょうか。 
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教職員人事課長 

 

 

 

 

大谷委員 

 

教職員人事課長 

 

 

大谷委員 

 

 

 

教職員人事課長 

 

大谷委員 

 

教職員人事課長 

 

野上委員 

 

 

教職員人事課長 

 

細田教育長 

 

 

 

各委員 

 

細田教育長 

学校栄養職員等となります。国からの基準では、５５０人以上の

学校には１人、５５０人未満の学校には１／４での配当となりま

す。本市では全校に栄養職員を配置しているため、欠けている分に

ついては、市の単独で負担をしております。 

 

単独で負担となる人数はどの程度でしょうか。 

 

国からの配当が１０８人分であるため、市独自の負担はおよそ６

０人分となっております。 

 

国の基準を下回る３５人学級等については、国から配当されない

と認識しているが、さいたま市としてはどのようになっているの

か。 

 

中学１年生では、研究指定という形で加配を受けております。 

 

国の基準を下回る少人数学級について教えてほしい。 

 

中学１年生において、本市では３８人学級を実施しております。 

 

内訳のその他にある「在外派遣」とは、海外にある教育施設なの

か。それとも、教育業界以外ということか。 

 

海外にある日本人学校でございます。 

 

他にありますでしょうか。 

それでは、議案第６８号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 

 

 ＜異議なし＞ 

 

出席委員全員の賛成により、議案第６８号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

 

議案第６９号 さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例の制

定について 
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細田教育長 

 

 

健康教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大谷委員 

 

 

 

 

健康教育課長 

 

 

 

 

 

 

細田教育長 

 

 

 

各委員 

 

続きまして、議案第６９号について事務局から説明をお願いしま

す。 

 

議案第６９号「さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理

に関する条例の制定について」を御説明させていただきます。 

恐れ入りますが、議案書の２ページから３ページをお願いいたし

ます。本議案は、現在市立小・中・中等教育（前期課程）・特別支援

学校の各学校長において管理している学校給食費について、市の一

般会計へ編入し公会計化するため、本市の学校給食の実施及び学校

給食費の管理に関する条例の制定を行うものでございます。 

条例の概要ですが、学校給食の実施にあたって、これまで学校が

徴収していた学校給食費を市長が学校給食費負担者から徴収するこ

ととし、その債権債務関係を明文化するものでございます。 

なお、学校給食費の額及び納付の期限は規則で定めることとしてお

ります。また、特別の理由があると認めるときには、規則に定めると

ころにより、学校給食費の減免についてできるものとしております。

施行期日につきましては、令和６年４月１日とするものでございま

す。 

説明は以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

 

 初歩的な確認で申し訳ありませんが、確認ということで教えていた

だきたいのですが、現在は給食費の支払いはどのような方法でされて

いるのでしょうか。また、未払いの給食費の督促等はどのように行っ

ているのでしょうか。 

 

給食費の支払いは、学校において保護者から徴収をしております。

その支払い方法は、一部の学校では現金での支払いもありますが、多

くは口座振替となっております。また、督促についても学校で行うも

のとなっておりますが、この公会計化により督促は市から行うものと

なりますので、教職員の負担軽減にもつながることと考えておりま

す。 

  

他に何かありますか。 

それでは、議案第６９号につきましては、原案のとおりとしてよろ

しいですか。 

 

 ＜異議なし＞ 
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細田教育長 出席委員全員の賛成により、議案第６９号は原案のとおり可決さ

れました。 

ここで事務局の入替えを行います。準備ができ次第、再開いたし

ます。 

 

議案第７２号 さいたま市いじめのない学校づくり推進委員会委員の委嘱について 
＜非公開案件につき内容は省略＞ 
＜議案は原案どおり可決＞ 

 

 以上をもちまして、本日の教育委員会会議の議事を終了いたしま

す。 
これにて、教育委員会会議を閉会いたします。 

 

８ 閉     会      午前９時２３分  

 


